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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第57期

第１四半期連結
累計期間

第58期
第１四半期連結
累計期間

第57期

会計期間
自2017年４月１日
至2017年６月30日

自2018年４月１日
至2018年６月30日

自2017年４月１日
至2018年３月31日

売上高 （百万円） 11,393 11,529 46,965

経常利益 （百万円） 410 106 1,785

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 267 85 1,094

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 265 103 1,260

純資産額 （百万円） 32,768 33,351 33,505

総資産額 （百万円） 38,844 39,719 39,971

１株当たり四半期（当期）純利

益
（円） 11.39 3.65 46.62

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 84.2 83.8 83.6

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）重要な会計方針

　当社グループの財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して作成してお

ります。

 
（２）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、397億19百万円となり、前連結会計年度末に比べて、２億51百

万円減少しました。流動資産は221億79百万円となり、２億91百万円減少しました。主な要因は、たな卸資産が６

億94百万円増加し、現金及び預金が10億79百万円、売上債権が１億65百万円それぞれ減少したことによるものであ

ります。固定資産は175億40百万円となり39百万円増加しました。

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は63億68百万円となり、前連結会計年度末に比べて、97百万円減

少しました。流動負債は42億62百万円となり、97百万円減少しました。主な要因は、支払債務が２億83百万円増加

し、未払法人税等が税金の納付で３億59百万円減少したことによるものであります。固定負債は21億５百万円とな

り、０百万円減少しました。

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は333億51百万円となり、前連結会計年度末に比べて、１億54

百万円減少しました。主な要因は、利益剰余金で１億72百万円減少したことによるものであります。この結果、自

己資本比率は前連結会計年度末に比べ、0.2ポイント上昇し、83.8％となりました。

 
（３）経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善などにより緩やかな回復基調とな

りましたが、国内では人手不足による人件費や物流費の上昇問題、海外では不安定な政治情勢、地政学的リスク、

原油価格の上昇など、先行きは依然として不透明な状況が続いております。当社グループが属する業界においても

消費マインドは力強さに欠け、業種・業態を越えた競争が激化するなど、経営環境は厳しい状態が続いておりま

す。

このような状況のもとで、当社グループは基本理念である「お客様のニーズに迅速かつ的確にお応えする」こと

を基本に、販売体制及び利益基盤の強化に取り組んでまいりました。

営業販売部門においては、主力商品の紙製品、化成品、店舗用品の販売と特注品の受注獲得に注力いたしまし

た。パッケージプラザ事業においては、エリア戦略により広島地区に１店舗をオープン、既存店はスーパーバイ

ザーによる各店施策の徹底、売り場の見直し提案と実施を強化策に挙げ、店舗の活性化に努めてまいりました。

店舗販売部門においては、大量購入による廉価販売「オトクヤァーン」活動を継続するとともに、月毎のマー

ケットリサーチに基づいた価格見直しによる販売施策を実施いたしました。さらに、通信販売事業との連携強化の

一環として「シモジマオンラインショップ」を立ち上げ、店舗外販部門の強化も図ってまいりました。

その結果、グループ全体での売上においては、前年実績を確保することができました。

利益面においては、原材料価格の上昇と販売管理費の物流費が増加したことなどにより、前年実績を大幅に下回

る結果となりました。

この結果、連結売上高は115億29百万円（前年同期比1.2％増）、連結営業利益は73百万円（前年同期比78.8％

減）、連結経常利益は１億６百万円（前年同期比74.1％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は85百万円（前

年同期比68.0％減）となりました。

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

 

〔紙製品事業〕

　紙製品事業は、当社創業以来の主力事業としてオリジナルブランドの紙袋、包装紙、紙器を中心に販売してお

ります。特注品では、お客様との勉強会を各地で実施することにより拡販を図りました。しかしながら汎用既製

品分野が伸び悩み、連結売上高は21億82百万円（前期比2.7％減）となりました。

〔化成品・包装資材事業〕

　中核の化成品・包装資材事業においては、継続して市場と顧客ニーズに適合した商品開発と拡販に努めまし

た。主力の化成品事業においては、大口受注獲得、新規市場参入を実現することにより、相応の結果を残すこと

ができました。包装資材事業においては、食品流通業界向けの商品開発及び品揃え強化を図りました。その結

果、化成品・包装資材事業の連結売上高は62億54百万円（前期比2.8％増）となりました。
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〔店舗用品事業〕

　店舗用品事業は「店舗及びオフィスで使用するあらゆるものが揃う」をコンセプトに事業展開しております。文

具・事務用品の積極的な新商品導入と拡販を図るとともに、レジ廻り商品を中心に販売を強化いたしました。その

結果、店舗用品事業の連結売上高は30億92百万円（前期比0.9％増）となりました。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 67,000,000

計 67,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
(2018年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(2018年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 24,257,826 24,257,826
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 24,257,826 24,257,826 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増減
額（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2018年４月１日～

2018年６月30日
－ 24,257,826 － 1,405 － 1,273

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日である2018年３月31日に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

2018年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 806,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　23,425,200 234,252 －

単元未満株式 普通株式　　　26,126 － －

発行済株式総数 24,257,826 － －

総株主の議決権 － 234,252 －

（注）完全議決権株式（その他）の欄には、証券保管振替機構名義の株式が400株（議決権の数４個）含まれており

ます。

②【自己株式等】

2018年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　㈱シモジマ
東京都台東区浅草橋

５－29－８
780,200 － 780,200 3.21

　㈲彩光社
東京都荒川区町屋

８－14－１
14,800 － 14,800 0.06

　ヘイコーパック㈱
栃木県芳賀郡芳賀町

祖母井1702－１
11,500 － 11,500 0.04

計 － 806,500 － 806,500 3.32

（注）発行済株式総数に対する所有株式数の割合（％）は、小数点３位未満を切り捨て表示しております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2018年４月１日から2018

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、新日本有限責任監査法人は平成30年７月１日付をもって、名称をEY新日本有限責任監査法人に変更しており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,765 9,685

受取手形及び売掛金 ※２ 5,439 ※２ 5,247

電子記録債権 ※２ 521 ※２ 549

商品及び製品 4,805 5,532

原材料及び貯蔵品 559 526

その他 387 644

貸倒引当金 △9 △7

流動資産合計 22,470 22,179

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,709 4,677

土地 7,361 7,549

その他（純額） 1,334 1,284

有形固定資産合計 13,406 13,511

無形固定資産   

その他 673 732

無形固定資産合計 673 732

投資その他の資産   

その他 3,566 3,442

貸倒引当金 △144 △145

投資その他の資産合計 3,421 3,296

固定資産合計 17,500 17,540

資産合計 39,971 39,719
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※２ 2,148 ※２ 2,431

短期借入金 33 45

1年内返済予定の長期借入金 2 2

未払法人税等 449 89

賞与引当金 369 162

役員賞与引当金 34 8

その他 1,322 1,522

流動負債合計 4,359 4,262

固定負債   

長期借入金 7 7

退職給付に係る負債 1,045 1,062

その他 1,052 1,036

固定負債合計 2,105 2,105

負債合計 6,465 6,368

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,405 1,405

資本剰余金 1,304 1,304

利益剰余金 37,397 37,224

自己株式 △879 △879

株主資本合計 39,227 39,055

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 401 392

繰延ヘッジ損益 △17 23

土地再評価差額金 △6,195 △6,195

退職給付に係る調整累計額 4 2

その他の包括利益累計額合計 △5,807 △5,776

非支配株主持分 85 72

純資産合計 33,505 33,351

負債純資産合計 39,971 39,719
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

売上高 11,393 11,529

売上原価 7,675 7,931

売上総利益 3,718 3,598

販売費及び一般管理費 3,370 3,524

営業利益 347 73

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 1 1

受取賃貸料 8 12

為替差益 28 －

その他 40 46

営業外収益合計 78 60

営業外費用   

支払利息 0 0

為替差損 － 8

貸倒引当金繰入額 4 －

その他 10 19

営業外費用合計 15 27

経常利益 410 106

特別利益   

保険解約返戻金 － 30

特別利益合計 － 30

税金等調整前四半期純利益 410 136

法人税等 142 63

四半期純利益 268 72

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
0 △12

親会社株主に帰属する四半期純利益 267 85
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

四半期純利益 268 72

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 13 △9

繰延ヘッジ損益 △16 41

退職給付に係る調整額 0 △1

その他の包括利益合計 △2 30

四半期包括利益 265 103

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 264 116

非支配株主に係る四半期包括利益 0 △12
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を

合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は

固定負債の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１．受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度
（2018年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（2018年６月30日）

受取手形裏書譲渡高 8百万円 13百万円

 

※２．四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権

　四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権の会計処理については、手形交換日をもって決済処理して

おります。なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形及び電子記録債権が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
　　前連結会計年度
　　（2018年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2018年６月30日）

受取手形 94百万円 96百万円

電子記録債権 74百万円 60百万円

支払手形 ６百万円 ５百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
　　至　2017年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
　　至　2018年６月30日）

減価償却費 184百万円 174百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年６月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年６月27日

定時株主総会
普通株式 258 11 2017年３月31日 2017年６月28日 利益剰余金

２．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月26日

定時株主総会
普通株式 258 11 2018年３月31日 2018年６月27日 利益剰余金

２．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2017年４月１日 至2017年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 紙製品
化成品・
包装資材

店舗用品

売上高        

外部顧客への売上高 2,244 6,084 3,064 － 11,393 － 11,393

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 3 － 197 200 △200 －

計 2,244 6,088 3,064 197 11,594 △200 11,393

セグメント利益又は損

失（△）
243 412 66 △0 722 △374 347

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、内容は物流事業であります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△374百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用で

あります。

　　　　　全社費用は、主に、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３. セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2018年４月１日 至2018年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 紙製品
化成品・
包装資材

店舗用品

売上高        

外部顧客への売上高 2,182 6,254 3,092 － 11,529 － 11,529

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 2 － 198 201 △201 －

計 2,182 6,257 3,092 198 11,730 △201 11,529

セグメント利益 193 261 30 3 489 △415 73

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、内容は物流事業であります。

　　　２．セグメント利益の調整額△415百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

　　　　　全社費用は、主に、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 11円39銭 3円65銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
267 85

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（百万円）
267 85

普通株式の期中平均株式数（千株） 23,469 23,469

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2018年８月10日

株式会社シモジマ

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 北 澄  和 也　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 江 村 羊 奈 子　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社シモジ

マの2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2018年４月１日から2018年６月

30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シモジマ及び連結子会社の2018年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

　以上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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